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不
法
駐
輪
自
転
車
を
再
利
用

柏か
し
わ
ら原
市
Ｓ
Ｃ
は
現
在
、
七
か
所
の
市

営
自
転
車
駐
車
場
で
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
同
事
業
が
ス

タ
ー
ト
し
た
き
っ
か
け
は
、
不
法
駐
輪

だ
っ
た
。

　
柏
原
市
で
は
、
不
法
駐
輪
自
転
車
を

撤
去
し
た
後
、
集
積
所
で
六
か
月
保
管

す
る
。
そ
の
間
に
、
持
ち
主
が
引
き
取

り
に
来
な
か
っ
た
場
合
は
、
所
有
権
を

放
棄
し
た
と
見
な
し
て
処
分
し
て
い
る
。

撤
去
自
転
車
は
増
加
傾
向
で
、
保
管
場

所
が
手
狭
に
な
り
処
分
費
用
も
膨
れ
上

が
っ
て
い
た
。

　
そ
こ
で
、
柏
原
市
は
平
成
十
八
年
四

月
ご
ろ
、
処
分
自
転
車
を
活
用
す
る
目

的
で
、
柏
原
市
Ｓ
Ｃ
に
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
事
業
を
依
頼
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
独

自
事
業
と
し
て
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
「
最
初
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
他

市
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
利
用
料

金
を
比
較
し
、
利
用
約
款
を
調
べ
て
、

レ
ン
タ
ル
シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
ま
し
た
」

と
、
事
業
の
立
ち
上
げ
に
携
わ
っ
た
嵜

原
輝
匡
事
務
局
次
長
兼
業
務
係
長
は
振

り
返
る
。

　
並
行
し
て
、
市
の
不
法
駐
輪
自
転
車

集
積
場
と
連
携
し
、
処
分
対
象
の
自
転

車
の
う
ち
使
え
そ
う
な
車
両
を
選
ん
で
、

柏
原
市
に
譲
渡
を
申
請
。
許
可
を
得
た

後
、
自
転
車
整
備
士
の
資
格
を
有
す
る

会
員
が
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
い
、
十
五

台
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
用
車
両
を
確
保

し
た
。

　
同
事
業
は
、
約
六
か
月
の
準
備
期
間

を
経
て
、
平
成
十
八
年
十
月
、
Ｊ
Ｒ
高

井
田
駅
に
隣
接
す
る
市
営
自
転
車
駐
車

場
の
一
角
で
ス
タ
ー
ト
。
市
の
計
ら
い

で
市
営
自
転
車
駐
車
場
は
無
料
で
使
用

で
き
た
が
、
初
期
投
資
は
同
セ
ン
タ
ー

が
負
担
し
た
。

　
「
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
︵
自
転
車
安
全
整
備
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　柏原市ＳＣでは、不法駐輪自転車の再利用を目的に市内
7か所の市営自転車駐車場でレンタサイクル事業を展開し
ている。市内には車より自転車の利便性が高い地域が多い
ことから、通学や通勤、施設への移動などでレンタサイク
ルの需要が年々拡大し、年間800万円以上の実績を上げる
事業に成長。再利用自転車は減ったものの、導入した新車
は好評で利用者増につながっている。

不
法
駐
輪
自
転
車
を
再
利
用
し
て

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
展
開

公
益
社
団
法
人

柏
原
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（大

阪
府
）

●高井田駅第 1自転車駐車場
●柏原駅東自転車駐車場
●国分駅西第 1自転車駐車場
●法善寺駅東自転車駐車場
●堅下駅西自転車駐車場
●安堂駅自転車駐車場
●柏原駅西口第 2自転車駐車場

柏原市ＳＣが行う
レンタサイクル事業
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士
の
点
検
済
み
証
明
︶
に
よ
っ
て
、
安

全
な
自
転
車
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
ま

し
た
。
加
え
て
、
鍵
の
交
換
、
防
犯
登

録
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
で
あ
る
こ
と
を

示
す
タ
グ
な
ど
の
費
用
を
合
わ
せ
る
と
、

一
台
当
た
り
五
千
円
ほ
ど
か
か
り
ま
し

た
」
と
嵜
原
事
務
局
次
長
は
言
う
。

ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
を
埋
め
る

　
事
業
開
始
に
当
た
っ
て
、
市
内
に
十

八
か
所
あ
る
市
営
自
転
車
駐
車
場
の
う

ち
、
Ｊ
Ｒ
高
井
田
駅
の
自
転
車
駐
車
場

を
選
ん
だ
。
こ
れ
は
、
周
辺
に
柏
原
東

高
校
や
関
西
福
祉
科
学
大
学
、
大
阪
教

育
大
学
な
ど
が
あ
り
、
学
生
の
利
用
が

見
込
め
た
た
め
で
あ
る
。

　
料
金
は
一
日
貸
し
で
二
百
円
、
一
泊

貸
し
で
三
百
円
、
一
か
月
貸
し
で
三
千

円
︵
駐
車
料
含
む
︶
と
、
観
光
地
の
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
利
用
料
と
比
べ
て
格
安

に
設
定
し
た
。

　
同
事
業
の
契
約
金
額
は
、
平
成
十
八

年
度
は
約
半
年
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
三

万
三
百
円
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
利
用
し

や
す
い
金
額
設
定
と
市
の
広
報
誌
「
広

報
か
し
わ
ら
」
で
の
継
続
的
な
告
知
、

学
生
の
口
コ
ミ
な
ど
で
、
平
成
十
九
年

度
は
二
十
八
万
五
千
五
百
円
と
な
っ
た
。

　
「
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
は
撤
去
自
転
車

の
再
利
用
だ
け
で
な
く
、
市
内
移
動
の

利
便
性
を
高
め
る
狙
い
も
あ
り
ま
し
た
」

と
小
西
啓
文
業
務
係
長
。

　
市
の
中
心
地
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
柏
原
駅
で

も
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
べ
き
と
、
平
成

二
十
一
年
十
月
、
駅
の
東
側
に
隣
接
す

る
自
転
車
駐
車
場
に
自
転
車
五
台
を
用

意
し
て
、
二
か
所
目
と
な
る
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
拠
点
を
開
設
。
十
一
月
に
近
鉄

河
内
国
分
駅
の
自
転
車
駐
車
場
で
も
五

台
の
自
転
車
で
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。

　
「
Ｊ
Ｒ
柏
原
駅
の
利
用
者
に
は
〝
駅

か
ら
離
れ
た
場
所
に
あ
る
市
役
所
や
病

院
に
行
き
や
す
く
な
っ
た
〟
と
評
判
が

良
い
で
す
」
と
小
西
業
務
係
長
。

　
河
内
国
分
駅
で
は
、
駅
か
ら
約
二
㎞

離
れ
た
企
業
団
地
へ
通
勤
す
る
人
た
ち

高井田駅第 1自転車駐車場では、65台のレンタサ
イクルを提供している（写真上）。写真右は、定期
契約者の名前入り鍵置き場。これによって、受付
業務が簡略化されただけでなく、利用者の利便性
も向上した

Ｊ
Ｒ
高
井
田
駅
改
札
口
と
陸
橋
で
つ
な
が
っ
て
い
る
高
井
田
駅

第
一
自
転
車
駐
車
場
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が
多
く
利
用
し
て
い
る
。
こ
の
団
地
へ

は
企
業
が
独
自
で
運
行
し
て
い
る
バ
ス

も
あ
る
が
、
時
間
が
決
ま
っ
て
い
て
本

数
も
少
な
い
た
め
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

は
〝
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
〟
を
移
動
す

る
足
と
し
て
重
宝
さ
れ
て
い
る
。

　
平
成
二
十
二
年
十
月
に
は
近
鉄
安
堂

駅
と
近
鉄
法
善
寺
駅
で
、
十
一
月
に
は

近
鉄
堅
下
駅
の
自
転
車
駐
車
場
で
も
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
始
め
た
。
こ
の
頃
か

ら
同
事
業
は
黒
字
に
転
換
。
看
板
な
ど

を
作
製
し
て
大
々
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
余
裕

も
生
ま
れ
、
よ
り
多
く
の
人
に
そ
の
サ

ー
ビ
ス
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
平
成
二
十
五
年
に
は
Ｊ
Ｒ

柏
原
駅
の
西
口
に
あ
る
自
転
車
駐
車
場

で
も
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
。
市
内
七
か
所

で
の
事
業
展
開
と
な
り
、
契
約
金
額
は

平
成
二
十
七
年
度
か
ら
三
十
年
度
ま
で

八
百
万
円
以
上
を
維
持
し
て
い
る
。

　
大
き
く
成
長
し
た
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

事
業
の
受
付
業
務
な
ど
は
、
八
十
二
人

の
会
員
が
自
転
車
駐
車
場
の
管
理
業
務

と
兼
務
し
て
い
る
。
ま
た
、
全
部
で
二

百
三
十
五
台
あ
る
車
両
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
に
つ
い
て
は
、
自
転
車
整
備
の
資
格

を
有
す
る
会
員
一
人
が
毎
月
、
リ
ス
ト

に
基
づ
い
て
点
検
・
整
備
を
実
施
。
そ

の
サ
ポ
ー
ト
を
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業

専
属
の
会
員
二
人
が
行
い
、
安
全
確
保

に
努
め
て
い
る
。

利
用
者
か
ら
の
う
れ
し
い
声
が

会
員
の
や
り
が
い
に
つ
な
が
る

　
い
つ
で
も
整
備
の
行
き
届
い
た
車
両

を
使
え
る
こ
と
か
ら
、「
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
必
要
が
な
く
助
か
る
」
と
、
自
転
車

を
所
有
せ
ず
、
駅
と
自
宅
の
往
復
に
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
利
用
す
る
定
期
契
約

者
は
多
い
。

　
通
学
利
用
で
定
期
契
約
し
て
い
る
学

生
は
「
自
分
の
自
転
車
を
持
っ
て
、
長

期
休
暇
の
間
も
駐
車
料
を
支
払
う
こ
と

を
考
え
る
と
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
は
費

用
を
節
約
で
き
る
」
と
メ
リ
ッ
ト
を
感

じ
て
い
る
と
い
う
。
契
約
期
間
中
は
、

十
八
か
所
あ
る
市
営
自
転
車
駐
車
場
に

無
料
で
駐
車
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
も
喜
ば

れ
て
い
る
。

　
う
れ
し
い
声
が
届
く
と
あ
っ
て
、
事

業
に
携
わ
る
会
員
も
や
り
が
い
を
持
っ

て
就
業
し
て
い
る
が
、
当
初
は
一
筋
縄

で
は
い
か
な
か
っ
た
。

　
山
本
俊
博
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
は
、

「
同
じ
配
分
金
で
、
自
転
車
駐
車
場
業

務
に
加
え
て
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
仕
事

も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
と
い

う
反
対
意
見
は
多
か
っ
た
」
と
言
う
。

当
時
は
、
嵜
原
事
務
局
次
長
と
小
西
業

務
係
長
が
会
員
を
根
気
よ
く
説
得
し
、

事
業
に
協
力
し
て
も
ら
う
状
況
だ
っ
た

と
い
う
。

　
し
か
し
、
事
業
が
軌
道
に
乗
り
、
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
配
分
金
が
出
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
会
員
の
意
識

に
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
利
用
者
が
増
え
る
と
そ
の
分
、
配

分
金
も
増
え
る
の
で
、
本
来
の
自
転
車

駐
車
場
の
管
理
業
務
で
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
も
向
上
し
ま
し
た
」
と
山
本
事
務

局
長
。

　
自
転
車
駐
車
場
で
就
業
す
る
会
員
は
、

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
で
は
、
八
十
二
人
の
会
員
が

自
転
車
駐
車
場
の
管
理
業
務
と
兼
務
し
て
い
る
（
写

真
左
）。写
真
下
は
、
自
転
車
整
備
の
資
格
を
有
す
る

会
員
に
よ
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
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混
雑
の
緩
和
や
安
全
確
保
、
利
便
性
の

向
上
に
向
け
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
と
い
う
。

新
車
導
入
で
利
用
者
増
に

　
同
事
業
の
契
約
金
額
は
順
調
に
推
移

し
て
い
る
も
の
の
、
車
両
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
に
は
苦
慮
し
て
い
る
。
今
の
と
こ

ろ
、
近
隣
の
市
営
自
転
車
駐
車
場
に
設

け
た
定
期
用
車
両
ス
ペ
ー
ス
に
分
散
さ

せ
て
し
の
い
で
い
る
が
、
今
後
需
要
が

増
え
た
場
合
は
、
抜
本
的
な
対
策
を
講

じ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。

　
も
う
一
つ
の
問
題
は
、
レ
ン
タ
サ
イ

ク
ル
用
の
再
生
車
の
減
少
だ
。

　
そ
の
理
由
を
「
駅
周
辺
が
整
備
さ
れ
、

不
法
駐
輪
が
減
っ
た
た
め
」
と
、
小
西

業
務
係
長
は
説
明
す
る
。

　
ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は
安
全
面
か

ら
、
再
生
車
は
四
年
で
廃
車
に
す
る
と

い
う
規
定
を
設
け
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

現
在
所
有
す
る
車
両
二
百
三
十
五
台
の

う
ち
、
不
法
駐
輪
自
転
車
を
活
用
し
た

再
生
車
は
、
わ
ず
か
四
十
八
台
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
需
要
を
満
た
す
た
め
に

も
、
近
年
は
新
車
を
購
入
し
て
補ほ
て
ん填
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
だ
。

　
新
車
を
導
入
す
れ
ば
、
当
然
な
が
ら

コ
ス
ト
が
か
か
る
。
さ
ら
に
、
利
用
者

の
快
適
性
や
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め

に
、
オ
ー
ト
ラ
イ
ト
や
三
段
変
速
、
ロ

ー
ラ
ー
ブ
レ
ー
キ
な
ど
を
付
け
て
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
す
る
と
費
用
は
か
さ
む
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
〝
利
用
者
フ
ァ
ー

ス
ト
〟
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
効
果
て
き
め

ん
で
あ
っ
た
。

　
「
柏
原
市
は
坂
道
が
多
い
の
で
三
段

変
速
の
車
両
は
好
評
を
博
し
、
口
コ
ミ

で
利
用
者
も
一
気
に
増
え
ま
し
た
」
と

山
本
事
務
局
長
は
言
う
。

　
ま
た
、
利
用
者
に
女
学
生
が
多
い
こ

と
か
ら
ピ
ン
ク
の
新
車
を
導
入
し
た
。

す
る
と
、
カ
ラ
フ
ル
な
ピ
ン
ク
の
自
転

車
が
一
斉
に
学
校
に
向
か
う
光
景
が
目

を
引
き
、
利
用
者
増
に
つ
な
が
っ
た
と

い
う
。

自
転
車
の
町
を
活
性
化

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
現
在
、
電
動
ア
シ

ス
ト
自
転
車
や
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
用
車
両

な
ど
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

　
「
柏
原
市
に
は
自
転
車
メ
ー
カ
ー
の

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
サ
イ
ク
ル
テ
ッ
ク
、
ロ

ー
ド
レ
ー
ス
用
自
転
車
メ
ー
カ
ー
の
東

洋
フ
レ
ー
ム
の
本
社
が
あ
る
の
で
、
市

を
通
し
て
協
力
関
係
を
築
い
て
い
き
た

い
」
と
山
本
事
務
局
長
。

　
各
メ
ー
カ
ー
が
自
社
の
自
転
車
を
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
と
し
て
提
供
す
れ
ば
企

業
の
Ｐ
Ｒ
に
も
な
り
、
利
用
者
に
と
っ

て
は
最
新
の
自
転
車
に
乗
る
と
い
う
楽

し
み
も
あ
る
。

　
市
内
か
ら
一
望
で
き
る
信し
ぎ
さ
ん
貴
山
に
は

自
転
車
フ
ァ
ン
に
人
気
の
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ
ー
ド
が
あ
る
の
で
、
東
洋
フ
レ
ー

ム
の
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
用
自
転
車
を
レ
ン

タ
ル
す
れ
ば
、
ロ
ー
ド
バ
イ
カ
ー
の
利

用
に
つ
な
が
り
、
客
層
の
裾
野
を
広
げ

る
こ
と
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

　
「
柏
原
市
は
自
転
車
の
利
用
を
推
奨

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
進
め
て
い
る

の
で
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
で
で
き

る
こ
と
は
あ
る
は
ず
で
す
。
市
と
相
談

し
な
が
ら
、
新
し
い
試
み
を
模
索
し
た

い
」
と
山
本
事
務
局
長
は
、
同
事
業
の

可
能
性
に
期
待
を
込
め
る
。

　
不
法
駐
輪
自
転
車
の
再
利
用
を
目
的

に
始
ま
っ
た
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
は
、

「
自
転
車
の
町
・
柏
原
市
」
の
活
性
化

の
一
助
を
担
う
べ
く
、
今
、
新
た
な
展

開
へ
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

︵
井
本
旬
子
︶

事業運営状況 （平成26年度～平成30年度）

年度 会 員 数 粗入
会率

就業実人員
（延人員）

就業
率

受注
件数 契約金額 公民比男 女 計

人 人 人 ％ 人
（人日） ％ 件 千円 ％

平26 542 215 757 3.2 737
（102,565） 97.4 2,150 436,703 45.3/54.7

27 548 228 776 3.3 738
（102,678） 95.1 2,144 441,269 45.9/54.1

28 551 228 779 3.3 721
（100,025） 92.6 1,985 439,286 46.2/53.8

29 527 220 747 3.1 681
（99,258） 91.2 2,083 438,487 47.2/52.8

30 519 222 741 3.1 661
（98,062） 89.2 1,991 440,327 46.9/53.1

※受注件数、就業延人員、契約金額は請負・委任と労働者派遣事業を合計した数値
※就業実人員は平成29年度まで請負・委任、30年度は請負・委任と労働者派遣事業が対象


